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子

笹
川
諏
訪
神
社

議議
長
に
小
坂
満
氏
当
選

町

4』

~ 

九
月
三
日
一
般
選
挙
後
初
め
て
の
議
会
が
川
接
さ
れ
‘

選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
松
川
議
長
に
小
坂
満
氏
、

そ
れ
ぞ
れ
選
巾
さ
れ
た
。

：就
任 ：

の
（挨；
f拶；

朝

日

町

議
会
議
長

‘、l
 
’’
 

坂

満

昭
和
二
十
二
年
以
来
泊
町
ぷ
会
ぷ
員
二

期
朝
日
町
必
会
ぷ
員
三
期
日
に
ま
た
ま
た

一
当
選
の
栄
に
浴
し
あ
ま
つ
さ
え
今
川
泌
氏

に
就
任
し
得
た
こ
と
は
誠
に
身
に
余
る
光

一
栄
と
引
じ
、
町
民
各
位
の
比
比
制御
肋
に一ル

え
川
政
破
展
に
．
ひ
力
を
刈
く
ナ
党
川
で
あ

一
り
ま
す
。

一

前
九
池
洋
々
と
し
て
以
て
し
な
く
発
展
す

る
で
あ
ろ
う
当
町
住
民
各
位
も
な
砕
々
必
員

一
向
僚
た
お
心
糾
ち
で
ご
指
導
を
賜
わ
り
た

く
思
っ
て
お
灼
ま
す
。

一

町
wH
局
も
施
策
を
民
徹
す
る
意
志
を
も

↑
っ
て
町
ぷ
会
に

W
制
さ
れ
、
議
会
は
常
任

一
委
員
会
の
設
置
凱
に
い川
円
以
蝕
対
涼
特
別

－
委
員
会
、
総
合
開
発
特
別
委
員
会
、
行
政

一
区
間
特
別
委
員
会
、
工
場
誘
致
特
別
委
八

一
会
を
設
け
て
町
当
局
の
治
問
に
出
え
て
電

一
諒
間
発
、
に
出
向
坊
致
、
海
川
町
け
な
付
対
京
、

一
行
政
区
制
な
ど
の
こ
れ
ら
時
間
揺
を
解
決

一
の
た
め
強
い
島
町
欲
に
燃
え
て
と
を
新
に
し

て
お
り
ま
す
。

当
町
議
会
議
員
も
過
去
に
執
行
さ
れ
た

衆
議
院
議
員
選
挙
ま
た
県
議
会
議
員
の
選

挙
な
ど
に
お
け
る
し
こ
り
を
持
っ
て
町
議

会
に
臨
む
姿
の
あ
っ
た
の
今
必
め
て
相
政
・

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の

一
本
に
巡
進
一

す
る
態
勢
に
向
い
つ
つ
あ
る
こ
と
は
小
職
・

と
し
て
か

つ
て
な
い
議
員
諸
公
的
真
一曲
目
ー

な
心
意
気
に
感
激
し
て
お
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

ど
う
か
町
民
各
位
に
お
か
れ
て
は
将
来

議
長
お
よ
び
副
議
此
の

訓
議
い伐
に
同
作
品
川
氏
が

－た
も
ご
桁
崎
明

J

」蜘
M
M
’
乃
ら
ん
・
－
と
仕
切
に

闘
う
よ
札
ハ
ペ
判
吟
匂
民
パ
ご
い山
刈
ゐ
ら
ん

こ
と
h
ト仲
間
い

l
ま
す
。

小引
い
り

J
mん
で
川
長
の
み
な
さ
ん
方
の

J

」
少
や
も
ご
川
町
印刷を
祈
〈
ふ
い
た
し
ま
し
て

扶
拶
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

ー

技
拶
す
る
小
坂
議
長

i

朝
日
町
議
会

副

議

長

酒

井

ナ
れ
引
ゾ
」
ト
リ
ム

．3
は
か
ら
ず
も
副
議
品
川
の

だ
、
役
お

お
せ
っ
ト
つ
に
ハ
で
あ
り
ま
す

が
、
も
と
よ
り
向
学
・
斤
才
到
民
そ
の
様
で

な
い
ご
」
ζ

を
よ
く
・司．
覚
い
た
し
て
居
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
選
任
さ
れ
ま
し
た
以

上
自
信
？と
勇
気
令
も
っ
て
挺
身
い
ト
“
し
ま

す
。
ゃ
い
私
は
何
れ
の
政
党
に
も
所
属
い

た
し
て
居
り
ま
せ
ん
の
で

－
党
一

一向
に
偏

す
る
こ
と
な
く
常
に
公
平
な
る
立
場
で
人
一

品
識
見
と
も
に
立
派
な
新
議
長
小
坂
満
氏
』

を
は
じ
め
有
能
な
る
先
輩
議
員
各
位
の
御
門

指
導
に
依
り
ま
し
て
与
へ
ら
れ
ま
し
た
任

一

期
を
大
過
な
く
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
『

と
と
を
向
煽
い
た
し
て
居
り

ま

す

。

－

な
お
、
議
案
の
・
評
議
に
当
り
ま
し
て
は
平

川
決
批
と
紋
行
絞
の
行
叫
を
は
っ
、
き
り
し
当

て
ト
た
だ
き
お
互
い
に
お
か
さ
ず
、
お
か

一

さ
れ
ず、

安
易
な
京
協
を
さ
け
特
に
似
軍
一

を
期
し
最
善
を
つ
く
し
て
行
く
こ
と
こ
そ
一

執
行
部
に
対
す
る
日
大
の
協
力
で
あ
る
と

一

考
え
ま
す
の
で
少
数
意
見
の
尊
重
を
前
提
一

と
い
た
し
多
数
決
原
理
に
倣
1
ま
し
て
円
一

滑
な
る
ふ
会
の
運
営
に
当
る
所
存
で
ご
ざ
』

い
ま
す
の
で
な
に
と
ぞ
町

μ色
位
の
絶
大
川

な
る
ご
協
力
と
ど
問
解
を
お
願
い
申
し
上

げ
問
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
副
議
品
目
就
任
の

政
訪
に
か

へ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

常
任
委
員
会
委
員
決
る

栄

九
月
十
三
日
臨
時
議
会
が
聞
か
れ
次
の

と
お
り
常
任
委
員
の
選
出
お
よ
び
臨
時
出

納
検
食
立
会
議
員
の
互
選
が
行
わ
れ
た
。

縄
訪

委

員

会

一

＠
近
藤
栄
之
助
の
坂
口

良

造

清

水

伝

平

小

収

満

酒

井

栄

美

佐

光

平

厚
生
蚕
員
会

＠

渡

辺

秋

男

。
長

崎

仙

松

九

里

留

作

下

沢

三

郎

上

島

栄

作

山

本

豊

太

産
業
委
員
会

＠
金

井

憲

治

O
金

森

栄

松

米

田

吉

二

岩

谷

健

次

大

V
房

次

谷

口

栄

葱

建
投
委
員
会

＠
狩

谷

常

作

O
上

沢

蕗

次

大
縮
米
太
郎

柚
木
女
作

水

島

繁

松

長
井
直
之
助

（
＠
印
げ
委
員
長

O
印
は
副
委
員
一己

議
会
選
出
島
許
委
員

坂

口

立

造

臨
時
山
巾
納
役
会
議
員

水
島
敏
骨

，九

下

川

一・．郎

ー

羨
佐
光
，
．

金

繰

栄

撚
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期
日
十
一
月
三
日
（
土
〉

会
場
朝
日
町
小
丸
山
グ
ラ

γ
ド

集

会

午

前

九

時

て
採
点
川
柳
田

l
小
学
校
六

O
O米
継
走

凶
、
五
、
六
年
男
女
各
一
名

2．
中
学
校
九

O
O米
継
走

て
ニ
、
一
ニ
年
男
女
各
一
名

＠
包
字
宙
旅
行
継
走
（
男
）

年
令
自
白
人
員
一

O
名

4．
豊
年
継
走
（
女
）

年
令
満
二
六
才
以
上

人
員
一
五
名

ι青
年
八

O
O米
継
走
（
男
女
）

年
令
満
二
五
才
以
下

人
員
男
三
名
女
二
名

6．ゴ
l
w
ハ
イ
継
走
（
男
）

年
令
満
二
六
1
四
五
才

人
員
一
五
名

－
年
令
別
九

O
O米
継
走
戸
男
女
）

人
員
男
五
名
女
四
名

＠
＆
紅
白
球
入
れ
（
男
女
）

年
令
満
四
穴
才
以
上

人
員
男
ご
一
名
女

二
一
名

二
．
採
点
外
積
目

＠

l
お
て
て
つ
な
い
勺
（
男
女
）

年
令
楠
二
五
才
以
下

人
民
男
二
名

女
二
名

2．二
人
三
脚
（
男
女
）

年
令
満
二
六

t
四
O
才

人
員
各
地
区
ニ
組
〈
八
O
米
）

乱
網
越
し
ポ
1

作
（
男
女
）

年
令
泊
四
プ
t
五
O
才

人
員
男
二
名
女
二
名

＠

ιび
ん
倒
し
継
走
（
町
内
会
長
全
）

三
、
地
区
対
抗
二
、
0
0
0米
継
走
ハ
男
）

中
学
生
・
高
校
生
・
青
年
満
二
六
才

以
上
各
一
名

四
、
団
体
演
技
韓
国

－
保
育
問
遊
戯

志
向
民
ラ
ジ
オ
体
操
（
第

一
体
捜〉

a小
中
学
校
マ
ス
ゲ
ー
ム

＠

4
蹄
人
会
民
謡
踊
り

五
、
そ

の

他

ィ
、
各
純
白
の
組
分
け
は
地
区
代
表
者

に
よ
っ
て
抽
せ
ん
す
る
。

ロ、

採
点
は
四
位
ま
で
と
し
、
一
位
四

点
l
四
位
一
点
止
す
る
。

ハ、

綜
合
成
績
は
得
点
の
最
高
よ
り
脳

と
す
る
。
同
点
の
場
合
は
高
位
の
多

少
に
よ
る
。
な
お
同
点
の
場
合
は
抽

せ
ん
に
よ
る
。

ニ
、
授
賞
は
綜
合
優
勝
旗
、

次
勝
杯
、

参
勝
記
の
ほ
か
に
、
穂
目
別
に
優
勝

尚
を
授
与
す
る
。

ホ
、

一
人
一
種
目
と
す
る
（
撰
点
種
目
、

採
点
外
種
目
を
間
わ
ず）

但
し
地
区

対
抗
＝
、

0
0
0米
継
走
の
み
兼
ね

て
も
よ
い
。

納
税
の
お
知
ら
せ

十
月
分
の
納
税
は

町

民

税

第

三
期

国
民
健

康

保

険

税

第

三
期

納
期
限
は
十
月
三
十
一
日
で
あ
り
ま
す
か

ら
早
め
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
附
期

分
も
未
納
の
方
は
日十
く
納
め
て
く
だ
さ
レ

9~30日から市外通話料金が変りました

電々公社では九月一日から新しい市外通話の料金iliiJ度を実施
することになりました。これまでは三分ごとの計算でしたが、

新制度では三分までを基本料金と して、三分を趨えた分は一分

ごとに基本料金の%ずつの料金をいただきます。
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：簡易保険運用再開10周年記念：
の に 大 の 事多宅 資 う今ま ｛ 
発連なで 業 大、金と巨日し間十 ． 
展用どあのの水〉こ大でて易月 →ー
を再協り発 貫道 了ろなは、保正一 よ
念闘力ま展献、三で経契大険百 闘 ：.＼
蹴十をしはを病て管営約正ばは ・7' 
し周期て郷し院大易規保五国簡 ~ 
ま年待、土て、半保模有年が易 -r-
しをし 今のい道 は険に 高十経保 警ロ
て心て 後繁る路県の発 二 月営 険 “ド
挨かや簡栄わ、市費展兆ーすの靭. .
拶らみ易 、け港町金し五日 る創 8 la.¥ { 

とおま保住’で湾村はて千にた始 町 『~ －~ 
い祝せ険民、、のどい億創だ記 長 l~ ~ 
たいんにのこ 河自承 る円始一念 ・ 星雲」
し 申 。 寄 撃 の川治知と、さっ日企 有I
ましこせ福意等財のき資れので φ； ふι｛
す上こらに味豊政とい金て生あ I乙〉
。げにれ曹にかをおて総以命り材 ナ’

一町、 結おな補りお 額来保ま • ・C-. 
衛民町すい郷い国り九四険ず
寡各民るて土 、のま 千十事。本
保位 各と簡の学 財す億六業
険と．位云易発校 R致。円周で 鋭正
事とのえ保展、投 と年 あ 噌 融

業も絶る険に 住融 い、り

新易 一一一一 一一一一一一一一一一一一一－－－－・ o・－一；・等い突 〉

加そ簡易 保険新加入運動 のま破哲
入ι 符すし易
還は 9 .Fl 1日～12月15 a ぅ．、保~ .
動ど ……・…一一一….....・H ・－…ぃ……… 社そ積険 ＇：~ 

にう いめ住を に て 円 十 す も さ会．の立はγ
協 しおるにみ保間活国も六、どれ公 積 金 契3

3朝 i白力て瓦 。もよ F京易 用 民 の年当承て 共立は約i‘司
．：日 I＿，もの 大いす 保さ全硝度朝知い福 金 九 高 ｛

郵ま必幸 き社る険れ休立ま 日のる。祉 が 干.＝ ~ 
f町 し要せ な会ばはての金で町ここ .（（｝~地億兆 九
－：れ ｛ヨ！ょでの i動をか倒し、揺がにでとと 梁 方円五！ • 
:, V'(. うすた きつ り人ま祉制：六も 与は 等公に；平 ；i
）場局。。め を く で の す の 資 干 i四恩切に共逮億仁

此に しるな生。たき百和いさ融問し円〈も
のili'i てたく f苫 めれ万 三 まん資体てを：

保た 西 員有意で員
険 Y 皆 」両国 み l回長ま委を、；；；九
料く様 耐引当な Ij努選 た員 得町~月

~ ：：自 ~民主 1 ：禁自宅再~！宇
ぶ塁 ま年毎 ｜選~~~で背討
を幾金 し金事 ｜ばれ員教、十期も
配村を .__ Iロ也 ｜れ、会育九三がつ
付地手 よ f未後 ｜た新で長月日満て
し 区軽 ，R 拾を｜。委任にニ l~＼f，了、
まにに ..／ ！？.守内｜ 員 期 就 十 時 と 川
し国か 蕊L守 ｜ 長治任七議な上
た民け 工E る ｜ と了し討会つ教
の年て 宮 I しのたののた脊
で金い て委 。教聞の香

またをのく で紙のり叉 早める存皆
すだ 添使た又納も健九は今く忘と じ様
刀、きえ 宣め皆め 備宜ケ六 日l納れ忠ま方
らまてを農 襟て 付を月ケ配めていすの
平す農 はI~ 方くり図又月付ておま。お
めれ 協つでのだ てるは分し くらす又手
にば 信ては面さあ たーでまだれが既許
おす用お 当倒 いりめ年あしさる採にに
知ぐ部り座な。ま食分りたい 人入納届
ら納へま予納 す翁をま納。ものめい
せ付連す 金 付 か）納す付 あ秋らて
願手絡のよ 手 ら協めが寄 りでれい
い続をでり統 農にら都は ま多たる
まをし納引を お 別れ合三 す忙ブJこ
す行て付－落は びのる にケ のなもと
。いい 書しぶ 協用方よ月 でたあと

昭
和
訂
年
度
朝
日
町
民
体
育
大
会
種
目

教
育
委
員
長
に
西
国
彦
衛
氏

川

上

教

育

長

は

再

任
Ii 
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朝日町歳入歳出決算款別状況 調
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